
4
回
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
同

園
通
信
よ
り
。

0
4
年
結
成
、
男
声
合
唱
団

昂
。
荒
木
栄
「
地
底
の
う
た
」

合
唱
団
員
を
募
集
し
て
開
く
第

墓困困

▲男声合唱団売。今年は1700人収容のホールで

【
立
川
孝
信
】
団
員
の
平
均

年
齢
は
館
歳
。
再
び
う
だ
ご
え

に
燃
え
て
い
た
青
春
時
代
の
よ

う
に
瞳
を
輝
か
せ
て
歌
っ
て
い

ま
す
。
九
条
の
会
、
平
和
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
へ
の
出
演
、

独
自
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
第
1
回

9
0
0
人
、
第
2
回
1
1
0
0

人
の
入
場
で
、
団
員
も
4
0
人
に

増
え
た
今
回
は
1
7
0
0
人
収

容
の
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
す
。

曲
歌
い
ま
す
。

い
ま
、
青
年
た
ち
は
低
賃

金
、
長
時
間
労
働
で
人
間
ら
し

い
暮
ら
し
が
奪
わ
れ
て
い
ま

す
。
格
差
と
貧
困
が
広
が
れ
ば

青
年
た
ち
は
結
婚
も
出
来
ず
少

す
ま
す
重
大
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
あ
の
歴
史
的
な
三

池
闘
争
の
労
働
者
の
連
帯
を
歌

っ
た
「
地
底
の
う
だ
」
を
公
募

団
員
と
1
0
0
人
の
合
唱
で
力

ス
ト
近
藤
静
さ
「
生
き
る
勇
気
」
つ
な
が
る
ス
デ
日
ジ

ん
の
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
、
合
唱
曲
は
ロ
シ
ア
民
謡
、

ア
メ
リ
カ
の
圧
政
に
立
ち
向
か

う
南
ア
メ
リ
カ
の
民
衆
の
歌
、

ボ
ス
ニ
ア
民
族
戦
争
の
歌
、
日

本
の
叙
情
歌
、
九
条
を
守
り
ぬ

く
決
意
を
込
め
て
「
死
ん
だ
男

の
残
し
た
も
の
は
」
等
々
2
0
数

}

)

)

子
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
…
。

ア
メ
リ
カ
で
も
貧
困
に
喘
ぐ
若

者
た
ち
を
軍
隊
に
入
れ
、
戦
争

に
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。
戦
争

の
道
か
ら
青
年
を
守
る
た
め
に

憲
法
九
条
を
世
界
に
広
げ
る
こ

と
が
今
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ま

強
く
響
か
せ
た
い
。
ま
た
、
天

下
の
「
松
下
王
国
」
を
相
手
に

思
想
差
別
を
闘
い
勝
利
し
た
橋

本
邦
久
さ
ん
の
闘
い
を
支
え
た

「
労
働
者
は
い
い
ぞ
」
も
歌
い

ま
す
。
闘
う
力
、
生
き
る
勇
気

に
つ
な
が
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

1
 
4
時
開
演
。
第
1
部
(
生
き

る
よ
ろ
こ
び
を
う
た
う
)
淀
川

三
十
石
舟
唄
/
ア
ム
ー
ル
河
の

波
/
白
樺
/
ぶ
ど
う
と
か
た
は

み
/
林
光
日
本
叙
情
歌
曲
集
よ

り
/
他
。
第
2
部
(
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
)
近
藤
静
、
第
3
部
へ
人
間

の
尊
厳
を
う
た
う
)
死
ん
だ
男

の
残
し
た
も
の
は
/
ヤ
マ
よ
夕

張
よ
わ
か
い
の
ち
つ
げ
よ
/
地

底
の
う
た
/
労
働
者
は
い
い
ぞ

/
他
。
指
揮
‥
本
並
美
徳
、
檀

美
知
生

庇
宝
木
実
。
全
席
指

定
。
盈
0
9
0
・
8
1
6
8
・

9
3
4
7
岡
畳
、
0
9
0
・
6

0
5
8
・
5
6
5
2
立
川


